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意 見 交 換 の 内 容       （凡例 ◆団体の意見 ◇議員の意見） 

意 見 交 換 会 実 施 報 告 書 （各種団体） 
【２班】 

開 催 団 体 薩摩川内市商工会 参加人員 ２６人 

開 催 日 時 平成２７年１１月２６日（木）１６：００ ～ １７：００  

開 催 場 所 東郷温泉ゆったり館 

出 席 議 員 

（ 担 当 ） 

議 員 名 出欠 担 当 議 員 名 出欠 担 当 

川添 公貴 ○ 司会進行 成川 幸太郎 ○ 記録・報告書作成 

江口 是彦 ○  瀬尾 和敬 ○  

杉薗 道朗 ○  小田原 勇次郎 ○  

      

 

 

 

１ 商工会振興について 

   

《意見交換の概要》 

  ◆ 薩摩川内市商工会の概要について   資料とともに説明 

 

  ◆―１ 藺牟田池の振興策について、藺牟田池イベント委員会を組織し、花火大会、登山大

会、マラソン大会等を行っているが、より一層の藺牟田池の活性化のための施策、補助等

をお願いできないか。 

  ◇ 行政の人的、経済的補助は以前からすると少なくなっている。手出しが多くなり、イベ

ントの存続も厳しくなっているのではないかと考える。合併以来どの地域にも発生してい

る問題である。 

  ◆―２ 10年前は、市が全面的にバックアップしていたが、今は地元に押し付けているよう

な現状である。薩摩川内市の各地域の活性化を行っていくためには、支所が縮小され、補

助額も減額されると、ますます地域は衰退するばかりである。議員からも応援体制を要請

していただきたい。 

  ◇ 厳しい状況は十分に把握はしている。皆様の要望をしっかりと承り、当局に伝える。 

 

  ◆―３ 県道東郷山田宮之城線の未改良部分の早期の着工をお願いしたい。県道であるため、

県議にもお願いしてあるが、市議会からもバックアップをお願いしたい。 

  ◇ 建設部と協議をし、県議団と共に要請活動を行っていく。 

 

  ◆―４ 中小企業対策の利子補助について、以前は１００％であったが、現在は７０％とな

っている。これを１００％にできないか。できないならば、現在の７０％を維持していた

だきたい。 

  ◇ 合併当初は、３０％であったが、リーマンショック時の不況対策での時限措置であった

もので現在は７０％になっている。現状維持を要望として承り、当局に主張していく。 

 

  ◆―５ 現在は金利も安くなっており、補助額としては少なくなっていると思えるので、補

助額実績で検討することはできないか。 

  ◇ 新たな政策方向として考え、提言していきたい。 
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●その後の対応（当局との協議及び検討結果など） 

◆―１・２の対応について 

各種イベントについては、地域の活性化の一助となっていることから、今後も助成を検討し

ているが、各地に散らばっている行事の一体化なども含め検討してみたい。 

また、交付税の減少や税収減などの要因、更にその他多くの団体からの助成依頼もあるが、

公平性を保つ助成制度を維持し、今後、議会等との協議を進めたい。 

◆―３の対応について 

議会から当局へ要望をした。 

◆―４・５の対応について 

金利の補助は、農漁業利子補給制度より充実しており、雇用に繋がる経済活動でもあるので

経済状況を鑑み、今後も現状を維持できるよう議会の要望として検討する。 

 

２ その他について 

《意見交換の概要》 

 ◆ 新たに就航した高速船が、エンジントラブルにより全便欠航との報道があったが、今後に

不安はないか。 

 ◇ エンジントラブルではなく、電気系統のトラブルであり、本日1便は時化のため欠航した

が、２便は就航している。 

 

 ◆―１ 川内駅東口、コンベンションホール建設について、どの程度わかっているか。 

 ◇ 詳細については、これからプロジェクトチームを作り、検討する段階である。 

  ２５億円については、県補助事業であり、川内駅東口開発に全額を投入するとのことで、避

難所も兼ねたコンベンションホールを作るということまでは判っている。 

 ◇ プロジェクトチームで検討するときに、市民の意見を聴き、取り入れながら市民に親しま

れるものになるようにと提案をする。 

 ◆ 文化ホールと同じようなものになるのではないか。 

 ◇ コンベンションホールは文化ホールのように階段式でなく、フラット型であり、大規模な

会議やパーテイに対応できる施設になるとのことである。 

 

 ◆―２ ＦＩＭ九州工場跡地の活用について、判っていれば教えていただきたい。 

 ◇ 具体的には決まっていない。方向性としては、企業を誘致したいとのことである。太陽光

発電等ではなく、雇用を増やせる企業を誘致したいとの方向性である。 

 

 ◆―３ マイナンバーについて、非常に解りにくい。もっと解りやすく説明できないか。 

 ◇ 税把握のものであると思うが、市民に対する説明が十分になされるように要請していく。 

 ◇ 住基カードを活用している方は、カードを申請されたほうが良いのではないかと考える。 

 

●その後の対応（当局との協議及び検討結果など） 

◆―１の対応について 

現在、各種ホテル経営者等と協議している段階であるが、６月頃までに道筋が見えたら報告 

したい。議会からの要望として、地元商工会などの参入なども含め検討を重ねたい。 

 ◆―２の対応について 

数社から話がある。現段階では報告できないが、現在、詳細について詰めている段階であり、 

 できれば６月議会で報告したい。また、雇用推進に繋がるような企業誘致に更に努められたい 

 旨の議会の要望を重視したい。 
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◆―３の対応について 

  要望があれば、市のまちづくり出前講座等があることを紹介した。 

 

《主な要望等》 

 ◆ 今回の交換会の流れは、どのようになるのか。また、有効に活用する方法は。 

 ◇ 交換会の内容を取りまとめ、行政当局と打ち合せ、結果については文書でお返しする。 

 ◇ 最も効果的な方法は、要望書をだされる方が一番良いと思う。 

 

 ◆ 商工会運営補助金の申請を行っているが、当局からの予算計上があったらスムーズに可決

していただきたい。 

 ◇ しっかりと審議をさせていただきます。 


